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顎下腺から約 70%、耳下腺から約 25%および舌下腺から約 5%の割合で



















































































































































































ヤギ anti-rat IgA抗体（一次抗体）を 0.05 M炭酸-重炭酸緩衝液（pH9.6）
で 100倍に希釈し、それを 96穴マイクロプレートの各ウェルに加えて
室温で 1時間静置した。その後、一次抗体溶液を除去し、洗浄溶液（50 
mM Tris、0.14 M NaCl、0.05% Tween 20、pH 8.0）で 5回洗浄した。ブ
ロッキング溶液（50 mM Tris、0.14 M NaCl、1%ウシ血清アルブミン、
pH 8.0）を各ウェルに加え、30分室温で静置後、前述の洗浄溶液で 5


























5. 顎下腺 pIgR mRNAの定量的リアルタイム PCR法による測定 




従って行った。0.5 µmoleの各プライマーと 0.1 µmole TaqManプローブ
を用い、反応容量は 20 µLとした。pIgR遺伝子配列に対するプライマ
ー配列は、Forward primer : 5´-TGG GAG CTA CAA GTG TGG TC-3´、
Reverse primer : 5´-GGG TGT CAT TTG GGA ATC CAG -3´、プローブの
配列は FAM-5´ TTC GAT GTC AGC CTG GAG GTC AGC-3´-TAMRAとし
た。TaqManプローブのデザインと合成は、株式会社日本遺伝子研究所
に依頼した。pIgRの増幅サイクルは、95℃で 10分加熱して変性後、
95℃10秒、そして 62℃30秒の反応を 45サイクル行った。ラット β-
アクチン遺伝子の発現量測定には、FastStart DNA Master SYBR Green I
（Roche Diagnostics Ltd、Lewes、UK）と LightCycler 480システムを使
用し、製品の付属説明書の手順に従ってリアルタイム PCR法を行った。
FastStart DNA Master SYBR Green Iのプライマー配列は、Forward 
primer : 5´-CTT GTA TGC CTC TGG TCG TA-3´、Reverse primer : 5´-CCA 
TCT CTT GCT CGA AGT CT-3´であった。95℃で 10分加熱して変性後、
95℃で 10秒、60℃で 10秒、72℃で 10秒の反応を 40サイクル行った。







目の統計解析には Mann-Whitney U 検定を行った。全ての統計解析にお
いて、P ＜ 0.05を統計学的に有意差ありとした。統計解析は、SPSS 








コントロール群が 113.00±19.05 g、運動群が 88.60±13.16 gであった。 
 
2. ラット顎下腺組織中の IgA濃度 
コントロール群と比較して、運動群において顎下腺組織中の IgA濃
度に有意な増加が認められた（P ＜ 0.05：図 2）。顎下腺組織中 IgA濃
度の中央値は、コントロール群が 36.06 µg/g、運動群が 64.92 µg/gであ
った。 
 
3. ラット血清中の IgA濃度 
コントロール群と比較して、運動群において血清中の IgA濃度に有
意な増加は認められなかった（図 3）。血清中 IgA濃度の中央値は、コ
ントロール群が 21.74 µg/ml、運動群が 20.19 µg/mlであった。 
 
4. ラット唾液中の IgA濃度 
コントロール群と比較して、運動群においては唾液中の IgA濃度に
有意な増加が認められた（P ＜ 0.05：図 4）。唾液中 IgA濃度の中央値
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は、コントロール群が 5.26 µg/ml、運動群が 8.51 µg/mlであった。 
 
5. ラット唾液の IgA分泌速度 
コントロール群と比較して、運動群において唾液の IgA分泌速度に
有意な増加が認められた（P ＜ 0.05：図 5）。唾液における IgA分泌速
度の中央値は、コントロール群が 0.307 µg/min、運動群が 0.511 µg/min
であった。 
 
6. ラット顎下腺組織における pIgR mRNA発現量 
コントロール群と比較して、運動群において顎下腺組織における
pIgR mRNAの発現量（pIgR／β-アクチン）に有意な増加が認められた
（P ＜ 0.05：図 6）。顎下腺組織における pIgR mRNA発現量の中央値
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ラットの体重増加量（各群n = 5） 
コントロール群と運動群を比較して、ラットの体重増加量に有意な差を認めた
（*P ＜ 0.05）。 
 
図2 






















ラット顎下腺組織中におけるpIgR mRNA発現量（pIgR／β-アクチン）（各群n = 
5） 
コントロール群と比較し、運動群では顎下腺pIgR mRNA発現量が有意に増加
した（*P ＜ 0.05）。箱ひげ図は、中央値、第1四分位、第3四分位、最小値、
最大値を示す。 
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